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(57)【要約】
【課題】一方のプラグだけに過度な荷重が作用するのを
抑制することができる照明装置を提供する。
【解決手段】ダクトレールに取り付けられて使用される
照明装置１は、灯体４、回路ボックス３、灯体４と回路
ボックス３とを連結するアーム５とを備え、回路ボック
ス３は、第１と第２のプラグを有し、第１のプラグはダ
クトレールへの取付機構及びダクトレールからの受電機
構を有する電極プラグ２７であり、第２のプラグはダク
トレールへの取付機構を有する固定プラグ２９であり、
回路ボックス３とアーム５との連結部分Ｃ２は、ダクト
レール側から見たときに、電極プラグ２７と固定プラグ
２９との間に位置している。
【選択図】図２３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダクトレールに取り付けられる照明装置において、
　灯体と、
　前記灯体を点灯させるための点灯回路を有する回路ボックスと、
　前記灯体と前記回路ボックスとを連結するアームと
　を備え、
　前記回路ボックスは第１と第２のプラグを有し、
　前記第１のプラグは前記ダクトレールへの取付機構及び前記ダクトレールからの受電機
構を有する電極プラグであり、
　前記第２のプラグは前記ダクトレールへの取付機構を有する固定プラグであり、
　前記回路ボックスと前記アームとの連結部分は、前記ダクトレール側から見たときに、
前記電極プラグと前記固定プラグとの間に位置している
　照明装置。
【請求項２】
　前記回路ボックスと前記アームとの連結部分は、前記回路ボックスの前記ダクトレール
への取付方向から見たときに、前記電極プラグと前記固定プラグとの間の中央に位置して
いる
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記回路ボックスは前記点灯回路を収容し且つ前記ダクトレールに沿って長い形状のケ
ースを有し、
　前記電極プラグと前記固定プラグとが前記ダクトレールに最も近い裏壁に設けられ、
　前記回路ボックスと前記アームとの連結部分が前記裏壁と対向する表壁に設けられてい
る
　請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記回路ボックスを前記ダクトレール側から見たときに、前記ケースにおける長手方向
の前記電極プラグに近い端部から当該電極プラグの中心までの距離と、前記ケースにおけ
る前記長手方向の前記固定プラグに近い端部から前記固定プラグの中心までの距離とが等
しい
　請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記アームと前記回路ボックスとの連結部分は、前記アームと前記ケースの表壁との連
結部分であり、
　前記表壁は前記裏壁と反対側に突出する突出部を有し、当該突出部に前記アームが連結
されている
　請求項３又は４に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は設置面のダクトレールに取り付けられる照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、環境意識の高まりから、省電力化に優れたＬＥＤを光源に使用したＬＥＤ照明装
置が盛んに用いられるようになり、ダクトレールに取り付けられて使用されるスポットラ
イトにもＬＥＤが使用されている。
　このような照明装置は、ＬＥＤを光源として有する灯体と、ダクトレールへ取り付けら
れ且つ灯体を点灯させるための点灯回路を有する回路ボックスと、灯体と回路ボックスと
を連結するアームとを備える（例えば特許文献１及び２）。
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　特許文献１及び２に記載の照明装置は、回路ボックスの上面であってダクトレールの延
伸方向の両側に、ダクトレールへの取付機構を有する固定プラグと、ダクトレールへの取
付機構とダクトレールからの受電機構とを有する電極プラグとを備え、これらのプラグを
利用してダクトレールに着脱自在に固定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－３０２７４０号公報
【特許文献２】特開２０１３－２６１３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の照明装置は、回路ボックスとアームとの連結部分が回路ボックスにおけるダクト
レールの延伸方向の一端側に設けられている。アームには灯体が連結されており、回路ボ
ックスとアームとの連結部分に近いプラグに回路ボックス、アーム及び灯体の大部分の荷
重が作用する。
　本発明は、一方のプラグだけに過度な荷重が作用するのを抑制することができる照明装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る照明装置は、ダクトレールに取り付けられる照明装置において、灯体と、
前記灯体を点灯させるための点灯回路を有する回路ボックスと、前記灯体と前記回路ボッ
クスとを連結するアームとを備え、前記回路ボックスは第１と第２のプラグを有し、前記
第１のプラグは前記ダクトレールへの取付機構及び前記ダクトレールからの受電機構を有
する電極プラグであり、前記第２のプラグは前記ダクトレールへの取付機構を有する固定
プラグであり、前記回路ボックスと前記アームとの連結部分は、前記ダクトレール側から
見たときに、前記電極プラグと前記固定プラグとの間に位置している。
【発明の効果】
【０００６】
　上記構成によれば、一方のプラグにだけ過度な荷重が作用するのを抑制することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施形態に係る照明装置がダクトレールに取り付けられた状態の斜視図である。
【図２】実施形態に係る照明装置を裏側から見た斜視図である。
【図３】実施形態に係る照明装置を裏側から見た図である。
【図４】実施形態に係る照明装置の断面を側方から見た図である。
【図５】実施形態に係る回路ボックスの断面を裏側側方から見た斜視図である。
【図６】実施形態に係るケースの図であり、（ａ）は裏側から見た図であり、（ｂ）は断
面を裏側側方から見た斜視図である。
【図７】実施形態に係る固定プラグ側蓋体の図であり、（ａ）は裏側から見た斜視図であ
り、（ｂ）表裏反転させた斜視図であり、（ｃ）は表側から見た図である。
【図８】実施形態に係る電極プラグ側蓋体の図であり、（ａ）は裏側から見た斜視図であ
り、（ｂ）は表裏反転させた斜視図である。
【図９】実施形態に係る固定プラグの斜視図である。
【図１０】実施形態に係る電極プラグの分解斜視図である。
【図１１】実施形態に係る接続ユニットの図であり、（ａ）は一方の入力ケーブルを外し
た状態を表裏反転させた斜視図であり、（ｂ）は電極プラグを取り付け、一方の接続電極
と電極プラグ側蓋体とを外した状態の斜視図である。
【図１２】（ａ）は実施形態に係るＡＣ回路の斜視図であり、（ｂ）は実施形態に係るＤ
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Ｃ回路の斜視図である。
【図１３】実施形態に係るアームの斜視図である。
【図１４】実施形態に係るアームの断面図である。
【図１５】実施形態に係るアームの分解斜視図である。
【図１６】実施形態に係る外筒部材を表裏反転させた斜視図である。
【図１７】実施形態に係る内筒部材の斜視図である。
【図１８】実施形態に係る灯体の分解斜視図である。
【図１９】実施形態に係るヒートシンクの斜視図である。
【図２０】実施形態に係るヒートシンクを放熱部側から見た図である。
【図２１】実施形態に係る主カバーの図であり、（ａ）は開口側から見た図であり、（ｂ
）は側方から見た断面図である。
【図２２】実施形態に係る灯体とアームとの連結部分の断面拡大図である。
【図２３】回路ボックス、アーム、灯体の位置関係を説明する図あり、（ａ）はダクトレ
ールの延伸方向から見た図であり、（ｂ）はダクトレールと直交する方向から見た図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
＜概要＞
　実施形態の一態様に係る照明装置は、ダクトレールに取り付けられる照明装置において
、灯体と、前記灯体を点灯させるための点灯回路を有する回路ボックスと、前記灯体と前
記回路ボックスとを連結するアームとを備え、前記回路ボックスは第１と第２のプラグを
有し、前記第１のプラグは前記ダクトレールへの取付機構及び前記ダクトレールからの受
電機構を有する電極プラグであり、前記第２のプラグは前記ダクトレールへの取付機構を
有する固定プラグであり、前記回路ボックスと前記アームとの連結部分は、前記ダクトレ
ール側から見たときに、前記電極プラグと前記固定プラグとの間に位置している。
　実施形態の別態様に係る照明装置において、前記回路ボックスと前記アームとの連結部
分は、前記回路ボックスの前記ダクトレールへの取付方向から見たときに、前記電極プラ
グと前記固定プラグとの間の中央に位置している。
　実施形態の別態様に係る照明装置において、前記回路ボックスは前記点灯回路を収容し
且つ前記ダクトレールに沿って長い形状のケースを有し、前記電極プラグと前記固定プラ
グとが前記ダクトレールに最も近い裏壁に設けられ、前記回路ボックスと前記アームとの
連結部分が前記裏壁と対向する表壁に設けられている。
　実施形態の別態様に係る照明装置において、前記回路ボックスを前記ダクトレール側か
ら見たときに、前記ケースにおける長手方向の前記電極プラグに近い端部から当該電極プ
ラグの中心までの距離と、前記ケースにおける前記長手方向の前記固定プラグに近い端部
から前記固定プラグの中心までの距離とが等しい。
　実施形態の別態様に係る照明装置において、前記アームと前記回路ボックスとの連結部
分は、前記アームと前記ケースの表壁との連結部分であり、前記表壁は前記裏壁と反対側
に突出する突出部を有し、当該突出部に前記アームが連結されている。
【０００９】
１．全体構成
　本実施形態に係る照明装置１の概要について主に図１及び図２を用いて説明する。
　照明装置１はダクトレール２に取り付けられてスポットライト的に使用される。例えば
、店舗に陳列された商品を効果的に照明するのに利用される。照明装置１は、ダクトレー
ル２に取り付けられる回路ボックス３と、光源として複数個のＬＥＤを有する灯体４と、
回路ボックス３と灯体４とを連結するアーム５とを有する。
　換言すると、照明装置１は、ＬＥＤユニット１７１を有する灯体４と、ＬＥＤユニット
１７１を点灯させるための点灯回路１０１を有する回路ボックス３と、照射方向を調整可
能に灯体４と回路ボックス３とを機械的に連結すると共にＬＥＤユニット１７１と点灯回
路１０１とを電気的に接続するアーム５とを有する。
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【００１０】
　ここで、ダクトレール２が配される設置面に対して直交する方向（図１における「Ｘ」
方向である。）を単に「表裏方向」とし、設置面に近づく側を裏側、設置面から離れる側
を表側とそれぞれする。また、ダクトレール２が延伸する方向と平行な方向（図１におけ
る「Ｙ」方向である。）を単に「長手方向」とし、表裏方向と長手方向とに直交する方向
（図１における「Ｚ」方向である。）を単に「短手方向」とする。表裏方向は、照明装置
１をダクトレール２に取り付ける方向及び取り外す方向と一致し、単にダクトレールへの
取付方向ともいう。
　なお、ダクトレール２は、設置面と反対側の面に開口を有するＴ字状の固定溝１１を有
し、照明装置１へ給電を行うための一対の給電片１３ａ，１３ｂを固定溝１１の内部に有
している。給電片１３ａ，１３ｂは固定溝１１の長手方向に沿って設けられている。
【００１１】
　アーム５は回路ボックス３に対して表裏方向を回転軸として回転自在に回路ボックス３
に連結され、灯体４はアーム５に対して表裏方向と直交する面（長手方向と短手方向とか
ら構成される面）内の任意の方向を回転軸として回転自在にアーム５に連結されている。
なお、表裏方向に直交する面内には表裏方向に直交する方向を含んでおり、灯体４はアー
ム５に対して表裏方向と直交する面内の任意の方向を単に、表裏方向と直交する方向とも
いう。
　図１等で示す照明装置１の状態は、灯体４のアーム５に対する回転軸は短手方向と平行
な方向であり、灯体４の中心軸は長手方向と平行となっている。つまり、照明装置１の光
の主出射方向とダクトレール２の延伸方向とが一致している。この状態（この灯体の姿勢
）は一例であるが、明細書中ではこの状態を想定して説明する場合もある。
【００１２】
２．回路ボックス
　主に図１～図３を用いて説明する。
　回路ボックス３はダクトレール２の長手方向に沿って移動可能に構成されている。回路
ボックス３はダクトレール２（設置面でも同じ）に対して直交する方向（表裏方向）を回
転軸としてアーム５を回転自在に連結する。
　回路ボックス３はＬＥＤ点灯用電力を生成するための点灯回路１０１をケース２１の内
部に有する。回路ボックス３はケース２１のダクトレール２側に電極プラグ２７と固定プ
ラグ２９とを長手方向に並んで有している。これにより回路ボックス３がダクトレール２
に取り付けられる。なお、電極プラグ２７はダクトレール２から受電する機能を有する。
回路ボックス３は、電極プラグ２７と電気的に接続する接続ユニット９１をケース２１の
内部であって電極プラグ２７の表側に有し、この接続ユニット９１と点灯回路１０１（Ａ
Ｃ回路１０３）とが入力ケーブル９７（図１１の（ａ）参照）により接続されている。
【００１３】
　点灯回路１０１は、点灯回路１０１を構成する複数個の回路部品が複数枚の回路基板に
分けて実装されてなる。複数枚の一例としての回路基板は、電極プラグ２７で受電した交
流電力を直流電力に変換するためのＡＣ回路部品１０７を実装するＡＣ回路基板１０９と
、変換された直流電力をＬＥＤ点灯用の直流電力に変換するためのＤＣ回路部品１１１を
実装するＤＣ回路基板１１３との２枚である。
　なお、交流電力（商用電力）を直流電力に変換するための回路をＡＣ回路１０３とし、
ＡＣ回路１０３用の回路部品をＡＣ回路部品１０７とする。直流電力からＬＥＤ点灯用の
直流電力に変換するための回路をＤＣ回路１０５とし、ＤＣ回路１０５用の回路部品をＤ
Ｃ回路部品１１１とする。
　ＡＣ回路１０３は電極プラグ２７の表側、特に接続ユニット９１の表側に配され、ＤＣ
回路１０５は固定プラグ２９の表側に配されている。
　回路ボックス３は、アーム５のケース側連結体１２３と連結するための連結体４２を収
容する。
　以下、各部について説明する。
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【００１４】
（１）ケース
　主に図４～図６を用いて説明する。
　ケース２１は例えば樹脂製の箱である。従来のケースは金属製であったが、ケース２１
を樹脂製とすることでケース２１そのものが絶縁体となる。これにより、電気的な安全性
を向上させることができる。また、これにより軽量化及び低コスト化できる。
　ケース２１は長手方向に長い直方体状をしている。ケース２１は長手方向と直交する断
面が正方形状に近い形状をしている。ケース２１は、裏側が開放（開口）するケース本体
２３と、開口を塞ぐ蓋体２５とを有する。蓋体２５は開口を長手方向に２分して塞ぐ電極
プラグ側蓋体２５ａと固定プラグ側蓋体２５ｂとにより構成される。なお、電極プラグ側
蓋体２５ａには機械的な固定手段と電気的な接続手段として機能する電極プラグ２７が設
けられ、固定プラグ側蓋体２５ｂには機械的な固定手段として機能する固定プラグ２９が
設けられている。
【００１５】
（１－１）ケース本体
　主に図３、図５及び図６を用いて説明する。
　ケース本体２３は、長手方向に長い矩形状の表壁３１と、表壁３１の短辺から裏側に立
設する一対の短側壁３３ａ，３３ｂと、表壁３１の長辺から裏側に立設する一対の長側壁
３３ｃ，３３ｄとを有する。なお、短側壁３３ａ，３３ｂ及び長側壁３３ｃ，３３ｄをま
とめて単に側壁３３ともいう。
　ケース本体２３は蓋体固定部３５を内部に複数個有する。蓋体固定部３５は電極プラグ
側蓋体２５ａ及び固定プラグ側蓋体２５ｂを直接又は間接的にケース本体２３に固定する
ためのものである。固定の一例としてねじ体が利用されており、蓋体固定部３５はボス部
３５ａとボス部３５ａに設けられたねじ孔３５ｂとから構成されている。
【００１６】
　ケース本体２３は蓋体２５を表側から支持する支持部３７を有している。一例としての
支持部３７は側壁３３における裏側端部の内周面に形成されている段差により構成されて
いる。
　ケース本体２３はアーム５との連結用の連結体４２（ナット体４２ａ）を収容するため
の収容部３９を表壁３１に有している。収容部３９は表壁３１の一部が表側に屈曲して突
出する突出部４１の内部に形成される。突出部４１の突出先端壁４１ａにはケース側連結
体１２３の一例であるねじ体を受け入れるための貫通孔４１ｂを有している。
　なお、突出部４１にアーム５が連結され、この部分が連結部分である。突出部４１の突
出先端壁４１ａと突出周壁４１ｃとにはアーム５の回転を規制する回転規制部４１ｄが設
けられている。
　ケース本体２３は後述の接続ユニット９１を表側から支持する支持部４３を側壁３３に
有している。一例としての支持部４３は内側に突出し且つ表裏に延伸する複数本のリブ（
所謂「縦リブ」である。）４３ａにより構成されている。
【００１７】
（１－２）固定プラグ側蓋体
　主に図５及び図７を用いて説明する。
　固定プラグ側蓋体２５ｂは、主に蓋機能を有する板状部５１と、ケース本体２３へ固定
するためのケース固定部５３と、固定プラグ２９を取り付けるためのプラグ取付部５５と
、ダクトレール２に対して回路ボックス３の位置決めを行う位置決め突起５７，５８と、
ＤＣ回路収容部５９とを有する。
【００１８】
　板状部５１はダクトレール２側から見たときに長手方向に長い矩形状をしている。板状
部５１の表側の周端部５１ａはケース本体２３の支持部３７と当接して支持される。ケー
ス固定部５３は板状部５１を表裏に貫通する貫通孔５３ａにより構成されている。貫通孔
５３ａはボス部５３ｂに設けられている。ボス部５３ｂは板状部５１から表側に延伸する
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。ケース固定部５３はケース本体２３における長手方向の端部であって短手方向の両端部
の合計２か所に設けられている。なお、この貫通孔５３ａを挿通するねじ体５６がケース
本体２３の蓋体固定部３５のねじ孔３５ｂに螺合する（図３及び図６参照）。
　プラグ取付部５５は、板状部５１の略中央に設けられた突起の一例であるボス部５５ａ
と、当該ボス部５５ａに形成されているねじ穴５５ｂとにより構成されている。なお、ボ
ス部５５ａは突出先が細くなる円柱状をしている。
【００１９】
　位置決め突起５７，５８は板状部５１からダクトレール２側に突出する突出部により構
成されている。回路ボックス３がダクトレール２に取り付けられた状態において、突出部
は、ダクトレール２の表面に当接する又は表面近傍にまで突出する第１突出部５７ａ，５
８ａと、第１突出部５７ａ，５８ａからダクトレール２の固定溝１１の内部へと進入する
ように突出する第２突出部５７ｂ，５８ｂとを有する。
　位置決め突起５７，５８は、板状部５１の長手方向の両端であって短手方向の略中央に
第２突出部５７ｂ，５８ｂが位置するように設けられている。第２突出部５７ｂ，５８ｂ
はダクトレール２側から見ると矩形状をし、第２突出部５７ｂ，５８ｂの長手方向が回路
ボックス３の短手方向と一致する。
【００２０】
　なお、従来設けられていたダクトレールガイドの代わりに、長手方向から回路ボックス
３を見たときに、左右の略対称な形状の位置決め突起５７，５８を設けているので、ダク
トレール２への取り付けの方向が自在となり、取付作業が容易になる。
　第１突出部５７ａ，５８ａは後述の固定プラグ２９を操作するための操作レバー７３ｂ
（図３参照）の操作範囲を規制するストッパーとしての機能も有する。なお、操作レバー
７３ｂのストッパーは、必ずしも位置決め突起５７，５８と兼用にしなくてもよく、例え
ば位置決め突起５７，５８とは別に、ダクトレール２の固定溝１１の内部へ進入しないス
トッパーを設けてもよい。
【００２１】
　ＤＣ回路収容部５９は、板状部５１の表側の周端部５１ａを残した内側部位から表側へ
突出する筒状の囲い５９ａにより構成されている。囲い５９ａは、表側からみたときに長
手方向に長い矩形状をする板状部５１の周縁に設けられ、矩形筒状をしている。ＤＣ回路
収容部５９の内部にはＤＣ回路基板１１３を固定するＤＣ回路基板固定部６１，６３が位
置決め突起５７，５８を利用して設けられている。つまり、第１突出部５７ａ，５８ａ及
び第２突出部５７ｂ，５８ｂは表側に開口５７ｃ，５８ｃを有する中空状をしている。
【００２２】
　ＤＣ回路基板固定部６１，６３は、第２突出部５７ｂ，５８ｂの表面から板状部５１を
超えて表側へと突出する突起部６１ａ，６３ａと、当該突起部６１ａ，６３ａの表面に設
けられたねじ穴６１ｂ，６３ｂとにより構成されている。これにより、ＤＣ回路基板１１
３を板状部５１に近づけ且つ板状部５１を薄くした状態でもねじ穴６１ｂ，６３ｂを長く
することできる。
　なお、ＤＣ回路１０５が収容されているＤＣ回路収容部５９には熱伝導性ポッティング
材（図示せず）が充填されている。熱伝導性ポッティング材はＤＣ回路基板１１３及びＤ
Ｃ回路部品１１１と接触しており、ＤＣ回路基板１１３やＤＣ回路部品１１１の熱が熱伝
導性ポッティング材を介して固定プラグ側蓋体２５ｂに伝導する。
【００２３】
（１－３）電極プラグ側蓋体
　主に図５及び図８を用いて説明する。
　電極プラグ側蓋体２５ａは、主に蓋機能を有する板状部６５と、ケース本体２３へ固定
するためのケース固定部６７と、電極プラグ２７（図３参照）を取り付けるためのプラグ
取付部６９と、ダクトレール２に対して回路ボックス３の位置決めを行う位置決め突起７
０と、電極プラグ２７を操作するための操作レバー８１ｄ（図３参照）の操作範囲を規制
する規制部７１とを有する。
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　板状部６５はダクトレール２側から見たときに長手方向に長い矩形状をしている。板状
部６５の表側の周端部６５ａはケース本体２３の支持部３７と当接して支持される。電極
プラグ側蓋体２５ａは板状部６５の表面の周端部６５ａの内周部位（内側部位）に嵌合部
６５ｂを有している。嵌合部６５ｂは内周部位から表側に突出してケース本体２３の内面
に嵌合する。
【００２４】
　ケース固定部６７は板状部６５を表裏に貫通する貫通孔６７ａにより構成されている。
貫通孔６７ａは板状部６５に設けられた２つのボス部６７ｂに設けられている。ボス部６
７ｂはケース本体２３における長手方向の略中央（電極プラグ側蓋体２５ａにおける固定
プラグ側蓋体２５ｂが存在する側である。）であって短手方向の端部の２か所に設けられ
ている。なお、この貫通孔６７ａを挿通するねじ体６８(図３参照）がケース本体２３の
蓋体固定部３５のねじ孔３５ｂに螺合する（図６参照）。
　プラグ取付部６９は板状部６５の略中央に設けられた貫通孔６９ａにより構成されてい
る。なお、固定構造については電極プラグ２７の説明の際に行う。
　位置決め突起７０は板状部６５からダクトレール２側に突出する突出部により構成され
ている。回路ボックス３がダクトレール２に取り付けられた状態において、突出部は、ダ
クトレール２の表面に当接する又は表面近傍にまで突出する第１突出部７０ａと、第１突
出部７０ａからダクトレール２の固定溝１１の内部に進入するように突出する第２突出部
７０ｂとを有する。
【００２５】
　位置決め突起７０は、板状部６５の長手方向の固定プラグ側蓋体２５ｂと反対側の端で
あって短手方向の略中央に第２突出部７０ｂが位置するように設けられている。第２突出
部７０ｂはダクトレール２側から見ると矩形状をし、第２突出部７０ｂの長手方向が回路
ボックス３の短手方向と一致する。
　第１突出部７０ａは後述の固定プラグ２９を操作するための操作レバー８１ｄ(図３参
照）の操作範囲を規制するストッパーとしての機能も有する。なお、操作レバー８１ｄの
ストッパーは、必ずしも位置決め突起７０と兼用にしなくてもよく、例えば位置決め突起
７０とは別に、ダクトレール２の固定溝１１の内部へ進入しないストッパーを設けてもよ
い。
　規制部７１は、板状部６５の長手方向の固定プラグ側蓋体２５ｂ側の端であって短手方
向の略中央に設けられている。規制部７１はダクトレール２側から見ると矩形状をし、規
制部７１の長手方向が回路ボックス３の短手方向と一致する。
　規制部７１は、回路ボックス３がダクトレール２に取り付けられた状態において、ダク
トレール２の表面に当接する又は表面近傍にまで突出する突出部７１ａにより構成されて
いる。つまり、規制部７１は位置決め突起７０における第２突出部７０ｂを有しない第１
突出部７０ａと略同じ構成である。ここでは規制部７１は固定プラグ側蓋体２５ｂの位置
決め突起５７と隣接して設けられている。
【００２６】
（２）プラグ
（２－１）固定プラグ
　主に図５及び図９を用いて説明する。
　固定プラグ２９はダクトレール２への取付機構を有する。固定プラグ２９は、ダクトレ
ール２の固定溝１１の内部に一部が挿入される回転部７３と、回転部７３における固定溝
１１の内部に位置する部位に設けられた一対の延伸片７５ａ，７５ｂとを一体に有してい
る。
　回転部７３はその中心軸に当該軸方向に延伸する貫通孔７７を有している。回転部７３
は貫通孔７７の延伸方向の略中央に中心軸側へ突出して開口面積を小さくさせる中間壁７
３ａを有している。
　貫通孔７７における中間壁７３ａよりも固定プラグ側蓋体２５ｂの板状部５１に近い側
にプラグ取付部５５のボス部５５ａ（図７参照）が挿入される。貫通孔７７における中間
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壁７３ａよりもダクトレール２に近い側にプラグ取付部５５のねじ穴５５ｂ（図７参照）
に螺合するねじ体７８が収容される。
【００２７】
　一対の延伸片７５ａ，７５ｂは回転部７３から当該中心軸と直交する方向であって互い
に相反する方向に延伸する。一対の延伸片７５ａ，７５ｂはダクトレール２の固定溝１１
に係合する係合片として機能し、固定プラグ２９は当該係合片をダクトレール２への取付
機構として有する。
　回転部７３には固定プラグ２９用の操作レバー７３ｂが一体に設けられている。操作レ
バー７３ｂは回転部７３を回転軸廻りに回転させる際に操作するためのものである。操作
レバー７３ｂは回転部７３における一対の延伸片７５ａ，７５ｂよりも固定プラグ側蓋体
２５ｂの板状部５１に近い部位に設けられている。操作レバー７３ｂは固定プラグ側蓋体
２５ｂに対して間隔をおいて固定プラグ側蓋体２５ｂに沿って設けられている（図１参照
）。
　操作レバー７３ｂは、ダクトレール２側から固定プラグ２９を見たときに、一対の延伸
片７５ａ，７５ｂの延伸方向と直交する方向に延伸した後、一対の延伸片７５ａ，７５ｂ
と平行な方向に屈曲するＬ字状をしている。なお、回路ボックス３を短手方向から見ると
、操作レバー７３ｂと位置決め突起５７，５８の第１突出部５７ａ，５８ａとが表裏方向
に重なる。
【００２８】
（２－２）電極プラグ
　主に図５及び図１０を用いて説明する。
　電極プラグ２７は、ダクトレール２への取付機構とダクトレール２からの受電機構を有
する。電極プラグ２７は、回転体８０と、ダクトレール２と電気的に接続する一対の電極
板８３，８３と、一対の電極板８３を回転体８０に固定する電極板固定体８５とを有する
。
　回転体８０は、大部分がケース２１の外部に配される回転体本体８１と、ケース２１の
内部に配される端子台８２とを有している。なお、回転体本体８１、端子台８２、電極板
８３、電極板固定体８５はねじ体８７により一体化される。
　回転体本体８１は、ダクトレール２と直交する方向(表裏方向）に貫通する貫通孔８１
ａと、ダクトレール２の固定溝１１に係合する一対の延伸片８１ｂ，８１ｃと、電極プラ
グ側蓋体２５ａの円形状の貫通孔６９ａに嵌合する円筒部８１ｅとを有している。
　貫通孔８１ａはダクトレール２側から見ると正方形状をしている。正方形状を構成する
対向する２辺が一対の延伸片８１ｂ，８１ｃを結ぶ仮想線上に位置するように、貫通孔８
１ａが設けられている。貫通孔８１ａにおける延伸片８１ｂ，８１ｃを結ぶ仮想線上に位
置する対向面に一対の電極板８３，８３が配される。
一対の延伸片８１ｂ，８１ｃは貫通孔８１ａと直交する方向であって相反する方向に延伸
する。一対の延伸片８１ｂ，８１ｃは、ダクトレール２の固定溝１１に係合する係合片と
して機能し、電極プラグ２７は当該係合片をダクトレール２への取付機構として有する。
【００２９】
　端子台８２は接続ユニット９１との電気接続部を構成する。端子台８２は、ダクトレー
ル２と直交する方向（表裏方向）に貫通する貫通孔８２ａと、一対の欠け部８２ｂを有す
る円盤部８２ｃと、円盤部８２ｃの中央表側から延出する台座部８２ｄとを有する。
　貫通孔８２ａは円盤部８２ｃ及び台座部８２ｄを貫通する。円盤部８２ｃは、電極プラ
グ側蓋体２５ａに取り付けられた際に、電極プラグ側蓋体２５ａの板状部６５の表面に当
接又は近接する。欠け部８２ｂは貫通孔８２ａを挟んで対向する部分に設けられている。
台座部８２ｄは円盤部８２ｃの欠け部８２ｂの貫通孔８２ａ側から四角形状に突出する。
台座部８２ｄの側面と欠け部８２ｂの貫通孔８２ａ側部分とが略面一となっており、この
面一になった部分に電極板８３が配される。
　電極板８３，８３は、矩形薄板状をし、両端部（８３ａ，８３ｂ）を除いて回転体８０
の貫通孔８１ａ，８２ａに配される。電極板８３，８３のダクトレール２に近い一端部は
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外側に屈曲してダクトレール２の給電片１３ａ，１３ｂと接触する一対の受電片８３ａを
構成する。一対の受電片８３ａ，８３ａは、ダクトレール２の固定溝１１に延出する延出
片であり、ダクトレール２から受電する受電機構を構成する。
　電極板８３，８３の他端部は端子台８２の台座部８２ｄの側面に露出して接続端子８３
ｂを構成する。
【００３０】
　電極板固定体８５は、筒状をし、回転体本体８１の貫通孔８１ａに挿入される本体側挿
入部８５ａと、端子台８２の貫通孔８２ａに挿入される端子側挿入部８５ｂとを一体に有
し、本体側挿入部８５ａと端子側挿入部８５ｂにねじ体８７用のねじ孔が設けられている
。
　電極板固定体８５は、回転体８０の貫通孔８１ａ，８２ａに電極板８３，８３が配され
た状態で、本体側挿入部８５ａと端子側挿入部８５ｂが貫通孔８１ａ，８２ａに挿入され
てねじ体８７で一体化されることで、電極板８３，８３を固定する。
　回転体本体８１には電極プラグ２７用の操作レバー８１ｄが一体に設けられている。操
作レバー８１ｄは回転体８０を回転軸廻りに回転させる際に操作するためのものである。
操作レバー８１ｄは回転体本体８１における一対の延伸片８１ｂ，８１ｃよりも電極プラ
グ側蓋体２５ａの板状部６５側に近い部分に設けられている。操作レバー８１ｄは電極プ
ラグ側蓋体２５ａに対して間隔をおいて電極プラグ側蓋体２５ａに沿って設けられている
（図１参照）。
　操作レバー８１ｄは、ダクトレール２側から電極プラグ２７を見たときに、一対の延伸
片８１ｂ，８１ｃの延伸方向と直交する方向に延伸した後、一対の延伸片８１ｂ，８１ｃ
と平行な方向に屈曲するＬ字状をしている。なお、回路ボックス３を短手方向から見ると
、操作レバー８１ｄは位置決め突起７０の第１突出部７０ａや規制部７１と表裏方向に重
なる。
【００３１】
（２－３）ダクトレールへの取り付け
　主に図１、図３及び図５を用いて説明する。
　電極プラグ２７及び固定プラグ２９のダクトレール２への取り付けの際、延伸片８１ｂ
，８１ｃ、７５ａ，７５ｂの延伸方向がダクトレール２の固定溝１１と一致する状態で、
電極板固定体８５及び回転体８０の先端部並びに回転部７３の先端部が固定溝１１に挿入
され、その後、回転体８０及び回転部７３を操作レバー８１ｄ，７３ｂにより９０度回転
させる。
　これにより、延伸片８１ｂ，８１ｃ、７５ａ，７５ｂの延伸方向が固定溝１１の延伸方
向と直交し、延伸片８１ｂ，８１ｃ、７５ａ，７５ｂが固定溝１１に係合する。
　また、電極プラグ２７の受電片８３ａ，８３ａがダクトレール２の給電片１３ａ，１３
ｂと接触する。なお、電極プラグ２７及び固定プラグ２９の取り外しの際は、取り付けの
際の作業の反対の手順で行えばよい。
　操作レバー７３ｂの操作部分（取り付け及び取り外しをする際に作業者が力を加える部
分）及び操作レバー８１ｄの操作部分はそれぞれ、ダクトレール２へ固定した際に、ケー
ス２１における長側壁３３ｃ，３３ｄの一方側（長側壁３３ｃである。）に位置し、ダク
トレール２から外した際に、ケース２１における長手方向の両端の短側壁３３ａ，３３ｂ
の何れか一方に位置する。これにより、電極プラグ２７と固定プラグ２９とが固定状態で
あるか解除状態であるかを確認でき、また作業の際に力を加えやすい。
【００３２】
　詳細には、ダクトレール２へ固定する際、及び、ダクトレール２から外す際において、
操作レバー７３ｂと操作レバー８１ｄの操作時の回転方向（操作方向）が逆である。例え
ば、ダクトレール２から外す際は、図３の場合、操作レバー７３ｂの回転方向が反時計回
りであるのに対し操作レバー８１ｄの回転方向は時計回りである。一方、ダクトレール２
へ固定する際は、操作レバー７３ｂの回転方向は時計回りであるのに対し操作レバー８１
ｄの回転方向は反時計回りである。
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　操作レバー７３ｂ，８１ｄは、固定プラグ２９及び電極プラグ２７をダクトレール２に
取り付けた際及び取り外す際に、操作レバー７３ｂ，８１ｄがそれ以上回転しないように
位置決め突起５７，５８，７０や規制部７１が設けられている。これにより、回路ボック
ス３のダクトレール２の取り付け及び取り外しを容易に行うことができる。
【００３３】
（２－４）電極プラグと固定プラグとの位置関係
　主に図３を用いて説明する。
　電極プラグ２７に対して長手方向の外側に位置する短側壁３３ａと電極プラグ２７の中
心軸Ｘ４との長手方向の距離Ｌ１と、固定プラグ２９に対して長手方向の外側に位置する
短側壁３３ｂと固定プラグ２９の中心軸Ｘ５との長手方向の距離Ｌ２は略同一である。こ
れにより、回路ボックス３を安定した状態でダクトレール２に取り付けることができる。
　水平（天井面）に設置されたダクトレール２に照明装置１を取り付けた状態において、
電極プラグ２７に作用する下方への荷重と、固定プラグ２９に作用する下方への荷重とが
略等しくなっている。これにより、片方のプラグに過度な負荷が作用するのを防止でき、
長期にわたって照明装置１をダクトレール２に設置することできる。
【００３４】
（３）接続ユニット
　主に図５及び図１１を用いて説明する。
　接続ユニット９１は、ケース２１の内部に配されるベース板９３、ベース板９３に設け
られる一対の接続電極９５，９５とを有している。
　ベース板９３は、電極プラグ側蓋体２５ａの下方（表側）に配され、その中央に電極プ
ラグ２７のねじ体８７に対応した貫通孔９３ａを有している。ベース板９３は、電極プラ
グ側蓋体２５ａから見たときに四角形状をし、ケース２１の短側壁３３ａ及び長側壁３３
ｃ，３３ｄに沿って裏側へ立設する側壁９３ｂ，９３ｃ，９３ｄを有している。なお、ベ
ース板９３はケース２１の内部のリブ４３ａ（図６参照）により表側から支持され、側壁
９３ｂ，９３ｃ、９３ｄの端面が電極プラグ側蓋体２５ａに当接する。これにより、接続
ユニット９１がケース２１の内部に収容され、固定される。
【００３５】
　接続電極９５は金属の矩形薄板により構成されている。一対の接続電極９５，９５はベ
ース板９３に対して立設する状態でベース板９３に取り付けられる。一対の接続電極９５
，９５は、電極プラグ２７側から見たときに、電極プラグ２７の台座部８２ｄを挟むよう
に配されている。
　これにより、電極プラグ２７がダクトレール２の固定溝１１に係合した際に、一対の接
続端子８３ｂを結ぶ仮想線と一対の接続電極９５とが直交する状態となり、電極板８３の
接続端子８３ｂと接続電極９５とが接触する。一方、電極プラグ２７がダクトレール２か
ら外れた際に、一対の接続端子８３ｂを結ぶ仮想線と一対の接続電極９５とが平行な状態
となり、電極板８３の接続端子８３ｂと接続電極９５とが接触しなくなる。
【００３６】
　接続電極９５は、ベース板９３に対して立設する垂直部９５ａと、ベース板９３に沿っ
て延伸する水平部９５ｂとを有する。垂直部９５ａはケース２１の長手方向に沿って配さ
れ且つケース２１の長手方向の中央側端部９５ａａでケース２１の短手方向の外側に屈曲
する。水平部９５ｂは、屈曲部分（中央側端部９５ａａ）の表側端に接続し且つケース２
１の長手方向の中央側に平坦状に広がる。
　水平部９５ｂにはねじ孔９５ｃが設けられており、点灯回路１０１に接続する入力ケー
ブル９７の端部に設けられた圧着端子９９の貫通孔を挿通するねじ体９８が水平部９５ｂ
のねじ孔９５ｃに螺合する。
　従来品の接続電極は長尺平板形状であって曲がってなく、また本実施形態とは配線の方
向も違うため、本実施形態の接続電極９５によれば、従来品と比べて占有面積を大幅に削
減することができる。
【００３７】
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（４）点灯回路
　主に図４、図５及び図１２を用いて説明する。
　点灯回路１０１は、ＡＣ回路１０３とＤＣ回路１０５とから構成される。点灯回路１０
１は、ダクトレール２側から見たときに、電極プラグ２７と固定プラグ２９とに重なるよ
うにケース２１内に配されている。これにより、電極プラグ２７側と点灯回路１０１とを
接続する入力ケーブル９７（図１１参照）を短くできる。また、ケース２１内における電
極プラグ２７と固定プラグ２９との表側の空間を有効に利用でき、回路ボックス３の小型
化を図ることができる。
【００３８】
（４－１）ＡＣ回路
　ＡＣ回路１０３は複数個のＡＣ回路部品１０７とＡＣ回路基板１０９とから構成される
。ダクトレール２側から回路ボックス３を見ると、電極プラグ２７とＡＣ回路基板１０９
とが重なる。換言すると、ＡＣ回路基板１０９は、接続ユニット９１の表側であってケー
ス２１の表壁３１に近い位置に配されている（図４参照）。
　ＡＣ回路部品１０７は背の高い回路部品（例えば、コンデンサ、インダクタ、比較的大
きなＩＣ等）がＡＣ回路基板１０９の電極プラグ側蓋体２５ａに対向する面側に実装され
ている一方、背の低い回路部品（例えば、ダイオード、比較的小さなＩＣ、抵抗等）は電
極プラグ側蓋体２５ａ側に対向する面と反対側の面に実装されている。
　これにより、電極プラグ２７、接続ユニット９１及びＡＣ回路基板１０９とが表裏方向
に階層的に配され、接続ユニット９１とＡＣ回路基板１０９とを接続する入力ケーブル９
７の長さを短くできる。
　なお、ＡＣ回路部品１０７は背の低い高いにかかわらず、回路設計上、ＡＣ回路基板１
０９のどちらの面に実装するかを決定することができ、少なくとも後述するＤＣ回路基板
１１３と重なる部分には背の低いＡＣ回路部品１０７を配置させることによりコンパクト
な電源配置を実現することができる。
　また、ＡＣ回路１０３とケース２１の表壁３１との間には絶縁シート１０４が配されて
いる（図５参照）。絶縁シート１０４はＡＣ回路１０３と連結体４２であるナット体４２
ａと間に介在することとなり、ナット体４２ａとの絶縁性が確保できる。
【００３９】
（４－２）ＤＣ回路
　ＤＣ回路１０５は複数個のＤＣ回路部品１１１とＤＣ回路基板１１３とから構成される
。ダクトレール２側から回路ボックス３を見ると、固定プラグ２９とＤＣ回路基板１１３
とが重なる。換言すると、ＤＣ回路基板１１３は固定プラグ側蓋体２５ｂのＤＣ回路収容
部５９に配されている。ＤＣ回路基板１１３はＤＣ回路収容部５９内であって板状部５１
に近い側に配されている。ＤＣ回路部品１１１は背の高い部品（例えば、コンデンサ、イ
ンダクタ、比較的大きなＩＣ等）がＤＣ回路基板１１３における固定プラグ側蓋体２５ｂ
と反対側の面（ケース２１の表壁３１側の面）に表壁３１に向かう状態で実装される一方
、背の低い部品（例えば、ダイオード、比較的小さなＩＣ、抵抗等）は固定プラグ側蓋体
２５ｂと反対側の面と反対側の面に実装されている。
　なお、ＤＣ回路部品１１１は背の低い高いにかかわらず、回路設計上、ＤＣ回路基板１
１３のどちらの面に実装するかを決定することができ、少なくとも前述したＡＣ回路基板
１０９と重なる部分には背の低いＤＣ回路部品１１１を配置させることによりコンパクト
な電源配置を実現することができる。
【００４０】
（４－３）ＡＣ回路とＤＣ回路との位置関係
　主に図４を用いて説明する。
　ＡＣ回路基板１０９とＤＣ回路基板１１３は、ケース２１の長手方向に並んでいる。こ
こで、ＡＣ回路基板１０９の実装面と当該実装面と対向する部品（ここでは接続ユニット
９１のベース板９３である。）の表面との距離Ｄ１は、ＤＣ回路基板１１３の実装面と当
該実装面と対向する部品（ここでは、ケース２１の表壁３１である。）の裏面との距離Ｄ
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２よりも小さい。
　ＡＣ回路部品１０７の方が、ＤＣ回路部品１１１よりも全般的に回路部品の背が低いの
で、このような構成にすることにより、ＡＣ回路部品１０７及びＤＣ回路部品１１１の高
さに適した配置設計が可能となる。
　ＡＣ回路１０３のＡＣ回路基板１０９とＤＣ回路１０５のＤＣ回路基板１１３の位置が
ケース２１の深さ方向（表裏方向）に異なる。このため、蓋体２５側からＡＣ回路基板１
０９とＤＣ回路基板１１３を見たとき、ＡＣ回路基板１０９とＤＣ回路基板１１３との一
部が長手方向において重なる状態でＡＣ回路基板１０９とＤＣ回路基板１１３とを配する
ことができる。また、ＡＣ回路基板１０９とＤＣ回路基板１１３は、ＡＣ回路基板１０９
と直交する方向(表裏方向）において互いに対向する面にＡＣ回路部品１０７やＤＣ回路
部品１１１とを実装している。これにより、ケース２１内の空間的な収納効率を向上させ
ることができ、ケース２１を小型化及び薄型化することができる。
【００４１】
　ＡＣ回路基板１０９とＤＣ回路基板１１３とを蓋体２５側から見たときに両回路基板の
重なる部分には、背が低い部品の一例であるコネクタ１０７ａ，１１１ａを対向させて実
装している（図１２参照）。なお、コネクタ１０７ａ，１１１ａはＡＣ回路基板１０９と
ＤＣ回路基板１１３とを接続する接続ケーブル（図示省略）用である。なお、ここでは、
背の低い部品同士を配置したが、例えば回路基板をケース２１等に固定するための固定部
（ボス部やねじ穴である。）を重ねて配置することでも、ケース２１内の空間的な収納効
率をさらに向上させることができる。
【００４２】
（４－４）配線
　電気的接続について図１１及び図１２を用いて説明する。
　電極プラグ２７に電気的に接続する接続ユニット９１とＡＣ回路１０３とが入力ケーブ
ル９７により接続される。入力ケーブル９７のＡＣ回路１０３側はＡＣ回路基板１０９に
ハンダ等により接続され、入力ケーブル９７の接続ユニット９１側は圧着端子９９を利用
して接続される。
　ＡＣ回路１０３とＤＣ回路１０５とは接続ケーブル（図示省略）によりコネクタ１０７
ａ，１１１ａを介して互いに接続される。ＤＣ回路１０５と灯体４とは出力ケーブル（図
示省略）により接続される。出力ケーブルの一端のコネクタがＤＣ回路基板１１３のコネ
クタ１１１ｂに接続し、出力ケーブル他端のコネクタがＬＥＤユニット１７１のコネクタ
１８２（図１８参照）に接続する。
　このような順に接続することにより、配線を短くすることができ、発生する雑音電波を
低減することができる。
【００４３】
３．アーム
　図１～図４、図１３～図１５を用いて説明する。
　アーム５は灯体４とケース２１とを機械的に接続する。アーム５は、全体の形状として
Ｕ字状（コの字状、Ｖ字状でも同様である。）をするアーム本体１２１と、ケース２１と
連結するためのケース側連結体１２３と、灯体４と連結するための一対の灯体側連結体１
２５とを有している。
　アーム５は、ダクトレール２への取付方向（表裏方向）に延伸する第１軸と、取付方向
（表裏方向）に直交する方向に延伸する第２軸とを回転軸して、灯体４を回転自在にケー
ス２１（回路ボックス３）に連結する。これにより、灯体４から出射される光の向きを調
整できる。
【００４４】
（１）連結体
　ケース側連結体１２３の一例として、中心軸（ねじ軸）に沿って貫通孔を有するねじ体
が利用され、灯体側連結体１２５の一例として、中心軸（ねじ軸）に沿って貫通孔を有す
るねじ体が利用されている。
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【００４５】
（２）アーム本体
　主に図１３～図１５を用いて説明する。
　アーム本体１２１は、ケース側連結体１２３の１部又は全部を収容するケース側連結体
収容部１２７と、灯体側連結体１２５，１２５の一部又は全部を収容する灯体側連結体収
容部１２９，１３１と、ケース側連結体収容部１２７と一対の灯体側連結体収容部１２９
，１３１とを接続する一対の接続部１３３，１３５とを有する。
　回路ボックス３側からアーム５を見たときに、一対の接続部１３３，１３５はケース側
連結体収容部１２７から相反する方向に延出している。つまり、一対の接続部１３３，１
３５とケース側連結体収容部１２７とが一直線上に位置している（図３参照）。
【００４６】
　アーム本体１２１の内部は中空である。つまり、ケース側連結体収容部１２７、灯体側
連結体収容部１２９，１３１及び接続部１３３，１３５の内部は中空で、ケース側連結体
収容部１２７の内部と、一対の灯体側連結体収容部１２９，１３１の内部とはアーム５の
内部において連通している。
　ケース側連結体収容部１２７はＵ字状のアーム本体１２１における頂部に設けられ、灯
体側連結体収容部１２９，１３１はアーム本体１２１の端部（回路ボックス３から最も流
れた部位である。）に設けられている。ここで、アーム本体１２１の頂部は、一対の端部
からの距離が略等しい部位である。
　アーム本体１２１は、Ｕ字形状の外筒部材１３７とＵ字形状の内筒部材１３９とが組み
合わされて構成され、外筒部材１３７と内筒部材１３９との間に中空部分１４１を有して
いる。この中空部分１４１に点灯回路１０１と灯体４とを電気的に接続する出力ケーブル
（図示省略）が収容されている。
【００４７】
　アーム本体１２１は金属性の補強部材１４３を中空部分１４１に有している。また、ア
ーム本体１２１は、灯体側連結体収容部１２９，１３１の貫通孔１４９ｃ，１５１ｃ（図
１５参照）を塞ぐキャップ１４５，１４５を有している。つまり、アーム本体１２１は外
筒部材１３７と内筒部材１３９と補強部材１４３とキャップ１４５とから構成され、アー
ム本体１２１の内部に出力ケーブルが収容される。これにより、出力ケーブルや補強部材
１４３が露出しなくなり、見栄えが良くなる。
【００４８】
（２－１）外筒部材
　主に図１３～図１６を用いて説明する。
　外筒部材１３７はアーム本体１２１の外側に位置する部材である。外筒部材１３７は、
ケース側連結体収容部１２７に対応する外筒ケース側連結体収容部１４７と、灯体側連結
体収容部１２９，１３１に対応する外筒灯体側連結体収容部１４９，１５１と、外筒ケー
ス側連結体収容部１４７と外筒灯体側連結体収容部１４９，１５１とを接続する外筒接続
部１５３，１５５とを有している。
　アーム本体１２１の横断面形状は一例として四角形状をしている。このため、外筒部材
１３７は、外筒灯体側連結体収容部１４９，１５１の一部を除いて、コ字状の横断面形状
をしている。
【００４９】
　外筒接続部１５３，１５５は、設置面と平行な面内を互いに相反する方向に外筒ケース
側連結体収容部１４７から延伸している平行部１５３ａ，１５５ａと、外筒灯体側連結体
収容部１４９，１５１から表裏方向に延伸している垂直部１５３ｂ，１５５ｂとを有する
。
　外筒ケース側連結体収容部１４７は、両側の平行部１５３ａ，１５５ａの幅（平行部１
５３ａ，１５５ａが延伸する方向と直交する方向の寸法）より大きくなっており、ケース
２１側から見ると円弧状に膨らんでいる。外筒ケース側連結体収容部１４７はケース２１
と対向する裏面（裏壁）にケース側連結体１２３のねじ部が挿通する貫通孔１４７ａを有
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している。この貫通孔１４７ａからケース側連結体１２３のねじ部が外側に延出し、頭部
がケース側連結体収容部１２７に収容される。なお、外筒灯体側連結体収容部１４９，１
５１については後述する。
【００５０】
（２－２）内筒部材
　主に図１３～図１５及び図１７を用いて説明する。
　内筒部材１３９はアーム本体１２１の内側に位置する部材である。内筒部材１３９は、
ケース側連結体収容部１２７に対応する内筒ケース側連結体収容部１５７と、灯体側連結
体収容部１２９，１３１に対応する内筒灯体側連結体収容部１５９，１６１と、内筒ケー
ス側連結体収容部１５７と内筒灯体側連結体収容部１５９，１６１とを接続する内筒接続
部１６３，１６５とを有している。
　内筒部材１３９は、内筒灯体側連結体収容部１５９，１６１を除く他の部分が外筒部材
１３７の対応する部位の内側に嵌め込まれる。Ｕ字状のアーム本体１２１の内側に位置す
る内筒部材１３９が外筒部材１３７に嵌り込む。これにより、両部材の継ぎ目が内側に位
置して見えにくくなり、アーム本体１２１の見栄えが良くなる。
　内筒接続部１６３，１６５は、設置面と平行な面内を互いに相反する方向に内筒ケース
側連結体収容部１５７から延伸している平行部１６３ａ，１６５ａと、内筒灯体側連結体
収容部１５９，１６１から表裏方向に延伸している垂直部１６３ｂ，１６５ｂとを有する
。
【００５１】
　内筒部材１３９は、内筒ケース側連結体収容部１５７、内筒灯体側連結体収容部１５９
，１６１及び垂直部１６３ｂ，１６５ｂにおける内筒灯体側連結体収容部１５９，１６１
側に近い部分を除いて、コ字状の横断面形状を有している。換言すると、内筒部材１３９
は横断面形状がコ字状をする外筒部材１３７の開口を塞ぐ蓋部と、蓋部の短手方向の端縁
から外筒部材１３７へと立設する立設壁とを有する。
　内筒ケース側連結体収容部１５７は、両側の平行部１６３ａ，１６５ａの幅（平行部１
６３ａ，１６５ａが延伸する方向と直交する方向の寸法）より大きくなっており、ケース
２１側から見ると円弧状に膨らんでいる。
　内筒ケース側連結体収容部１５７は、ケース側連結体収容部１２７に収容されるケース
側連結体（ねじ体）１２３の頭部を支持する支持片１５７ａを有している。支持片１５７
ａは一対あり、表裏方向に立設状態で設けられている。
【００５２】
（２－３）灯体側連結体収容部
　主に図１６及図１７を用いて説明する。
　灯体側連結体収容部１２９，１３１は中空の柱状をしている（図１４参照）。柱状は、
アーム本体１２１の端部同士を結ぶ方向に中心軸を有する柱状をし、一例として円柱状を
している。
　灯体側連結体収容部１２９，１３１は外筒灯体側連結体収容部１４９，１５１と内筒灯
体側連結体収容部１５９，１６１とが組み合わされて構成される。灯体側連結体収容部１
２９，１３１は表裏方向に略２分されている。換言すると、灯体側連結体収容部１２９，
１３１は回路ボックス３側と灯体４側とに２分されている。２分する境界面は設置面と平
行な面であって灯体側連結体収容部１２９，１３１の中心軸を通る面である。
【００５３】
　２分された灯体側連結体収容部１２９，１３１のうち、ダクトレール２に近い側が外筒
灯体側連結体収容部１４９，１５１であり、ダクトレール２から遠い側が内筒灯体側連結
体収容部１５９，１６１である。
　図１６に示すように、外筒灯体側連結体収容部１４９，１５１は、垂直部１５３ｂ，１
５５ｂに連続する半円筒部分１４９ａ，１５１ａと、半円筒部分１４９ａ，１５１ａの外
側（灯体４から遠い側）に配される外端壁部分１４９ｂ，１５１ｂとを有する。外端壁部
分１４９ｂ，１５１ｂは、半円筒部分１４９ａ，１５１ａの外側の開口（半円状）を塞ぐ
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半円領域１４９ｂａ、１５１ｂａと、半円領域１４９ｂａ，１５１ｂａから垂直部１５３
ｂ，１５５ｂと反対側に延出する延出領域１４９ｂｂ，１５１ｂｂとを有する。
　外筒灯体側連結体収容部１４９，１５１の外端壁部分１４９ｂ，１５１ｂに貫通孔１４
９ｃ，１５１ｃが設けられている。この貫通孔１４９ｃ，１５１ｃはアーム５を灯体４に
連結する際に灯体側連結体１２５を操作するためのものである。なお、この貫通孔１４９
ｃ，１５１ｃはキャップ１４５，１４５により塞がれる。
【００５４】
　図１７に示すように、内筒灯体側連結体収容部１５９，１６１は、垂直部１６３ｂ，１
６５ｂに連続する円形状の内端壁部分１５９ａ，１６１ａと、内端壁部分１５９ａ，１６
１ａにおける垂直部１６３ｂ，１６５ｂから遠い側の半円部分に設けられた半円筒部分１
５９ｂ，１６１ｂと、半円筒部分１５９ｂ，１６１ｂの外側（灯体４から遠い側）に配さ
れる外端壁部分１５９ｃ，１６１ｃとを有する。外端壁部分１５９ｃ，１６１ｃは、半円
筒部分１５９ｂ，１６１ｂの外側の開口の一部を塞ぐと共に外筒灯体側連結体収容部１４
９，１５１の延出領域１４９ｂｂ，１５１ｂｂが挿入される挿入溝１５９ｃａ，１６１ｃ
ａを有する（１６１ｃａは隠れている。）。
　内筒灯体側連結体収容部１５９，１６１の内端壁部分１５９ａ，１６１ａには貫通孔１
５９ｅ，１６１ｅが設けられている。この貫通孔１５９ｅ，１６１ｅから灯体側連結体１
２５のねじ部が延出し、頭部が灯体側連結体収容部１２９，１３１に収容される。
【００５５】
（２－４）補強部材
　主に図１４及び図１５を用いて説明する。
　補強部材１４３はＵ字状をしている。補強部材１４３におけるアーム本体１２１のケー
ス側連結体収容部１２７に対応する部分が回路ボックス３側に膨出する膨出部１６７とな
っている。膨出部１６７にはケース側連結体１２３用の貫通孔１６７ａが設けられている
。膨出部１６７は回路ボックス３と反対側に突出する突起１６７ｂを裏面に有している。
この突起１６７ｂはケース側連結体１２３の回転を規制するためのものである。
　補強部材１４３の端部（ケース２１から離れた部位にある。）は、当該端部以外の中間
部よりも幅広の幅広部１６９，１７０となっている。幅広部１６９，１７０には灯体側連
結体１２５用の貫通孔１６９ａ，１７０ａが設けられている。
　分解した状態の補強部材１４３は、端部（幅広部１６９，１７０）間の距離がヒートシ
ンク１７３の一対の連結部１８９と当接する灯体軸受け１９０（図２２参照）の外面間の
距離よりも小さなっており、ヒートシンク１７３をはさむ方向に付勢力（復元力）を有す
る。
【００５６】
（２－５）キャップ
　主に図１４～図１７を用いて説明する。
　キャップ１４５は有底筒状をしている。キャップ１４５は、外筒灯体側連結体収容部１
４９，１５１の係止凹み１４９ｄ，１５１ｄと内筒灯体側連結体収容部１５９，１６１の
係止凹み１５９ｆ，１６１ｆとに係止する係止爪１７３ｂ，１７３ｂを有している。
【００５７】
（３）回路ボックスとの連結
　主に図４及び図１４を用いて説明する。
　アーム５と回路ボックス３との連結は、アーム５の内部から延出するケース側連結体１
２３のねじ部が回路ボックス３の突出部４１の貫通孔４１ｂを挿通して突出部４１内の連
結体４２（ナット体４２ａ）と螺合することで行われる。
【００５８】
４．灯体４
　主に図４及び図１８を用いて説明する。
　灯体４はＬＥＤユニット１７１とヒートシンク１７３とを筒状体１７５内に有する。実
施形態の灯体４は、ＬＥＤユニット１７１、ヒートシンク１７３、筒状体１７５の他にレ
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ンズ１７７とレンズカバー１７９とを有している。
　なお、灯体４においてＬＥＤユニット１７１の光が出射される側を前側（又は灯体４の
表側）とし、出射されない側を後側（灯体４の裏側）とする。
【００５９】
（１）ＬＥＤユニット
　ＬＥＤユニット１７１は、複数個のＬＥＤ１８１と、複数個のＬＥＤ１８１が実装され
る実装基板１８３とから構成される。基板１８３は当該実装基板１８３と直交する方向か
ら見たときに円形状を有している。実装基板１８３の中央は筒状体１７５の中心軸上に位
置する。実装基板１８３の主面は筒状体１７５の中心軸と直交する。
　複数個のＬＥＤ１８１は円形状の実装基板１８３の中央を中心とする多重環状に配され
ている。ここでは、半径の異なる複数の同心円上に配されている。実装基板１８３は出力
ケーブル１９３と接続するためのコネクタ１８２を有している。ＬＥＤユニット１７１は
熱伝導グリス等を介して又は熱伝導グリスを介さずにヒートシンク１７３に搭載されてい
る。
【００６０】
（２）ヒートシンク
　主に図１８～図２０を用いて説明する。
　ヒートシンク１７３はＬＥＤユニット１７１の発光中に発生する熱を放出する機能を有
する。ヒートシンク１７３は、ＬＥＤユニット１７１を前面に搭載するベース部１８５と
、ベース部１８５の後側に設けられた放熱部１８７と、灯体軸受け１９０を介してアーム
５と連結される連結部１８９を有する。なお、ベース部１８５は放熱特性に優れた金属材
料が利用されている。ベース部１８５は軽量化効果の高いアルミニウムが利用されている
。ベース部１８５、放熱部１８７及び連結部１８９は同じ材料で一体に形成されている。
【００６１】
（２－１）ベース部
　主に図１８～図２０を用いて説明する。
　ベース部１８５は筒状体１７５の内周面や実装基板１８３の形状に対応して円盤に近い
形状をしている。ベース部１８５は外周部分に欠け部１９１を有している。この欠け部１
９１は、外周から中心に向かって形成され、ＬＥＤ１８１に電力を供給する出力ケーブル
１９３が通る。ベース部１８５の外周面であって中心を挟んで対向する部位が平行となっ
ている。この平行な部分１８５ａ，１８５ｂの後側に連結部１８９が設けられる。ベース
部１８５の前面にはレンズ１７７及びレンズカバー１７９を主カバー２１７に固定するた
めのねじ体１９７が挿通するための貫通孔１９５が設けられている。
【００６２】
（２－２）放熱部
　主に図１９及び図２０を用いて説明する。
　放熱部１８７はベース部１８５から後側へと延伸する複数のフィン２０１を有している
。複数のフィン２０１は、放熱部１８７を後側から見たときに、実装基板１８３の中央を
中心とする複数の扇状領域の何れかの領域内に配されている。複数の扇状領域の一例とし
ては第１扇状領域２０２と第２扇状領域２０４との２つである。第１扇状領域２０２と第
２扇状領域２０４は、仮想中心線Ｏを挟んで対称な位置にある。なお、仮想中心線Ｏは実
装基板１８３と直交し且つ実装基板１８３の中央を通る仮想線である。第１扇状領域２０
２と第２扇状領域２０４との間はフィンが設けられておらず、このフィンの存在しない領
域に連結部１８９が設けられている。
【００６３】
　第１扇状領域２０２は径方向に複数領域に分けられている。一例としての第１扇状領域
２０２は、仮想中心線Ｏに近い第１内領域２０２ａと、第１内領域２０２ａの外側に位置
する第１中領域２０２ｂと、第１中領域２０２ｂの外側に位置する第１外領域２０２ｃの
３個の領域から構成されている。
　換言すると、第１扇状領域２０２に配される複数のフィン２０１は、第１半径の円周上
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に位置する第１内側フィン群と、第１半径より大きい第２半径の円周上に位置する第１中
側フィン群と、第２半径よりも大きい第３半径の円周上に位置する第１外側フィン群との
何れかに属する。
　なお、第１内側フィン群は第１内領域２０２ａ内に配されるフィン２０１の集まりであ
る。第１中側フィン群は第１中領域２０２ｂ内に配されるフィン２０１の集まりである。
第１外側フィン群は第１外領域２０２ｃ内に配されるフィン２０１の集まりである。
【００６４】
　第２扇状領域２０４は径方向に複数領域に分けられている。一例としての第２扇状領域
２０４は、仮想中心線Ｏに近い第１内領域２０４ａと、第１内領域２０４ａの外側に位置
する第１中領域２０４ｂと、第１中領域２０４ｂの外側に位置する第１外領域２０４ｃの
３個の領域から構成されている。
　換言すると、第２扇状領域２０４に配される複数のフィン２０１は、第１半径の円周上
に位置する第２内側フィン群と、第１半径より大きい第２半径の円周上に位置する第２中
側フィン群と、第２半径よりも大きい第３半径の円周上に位置する第２外側フィン群との
何れかに属する。
　なお、第２内側フィン群は第２内領域２０４ａ内に配されるフィン２０１の集まりであ
る。第２中側フィン群は第２中領域２０４ｂ内に配されるフィン２０１の集まりである。
第２外側フィン群は第２外領域２０４ｃ内に配されるフィン２０１の集まりである。
【００６５】
　複数のフィン２０１は、放熱部１８７を後側から見たときに、仮想中心線Ｏを中心する
極座標での径方向に延伸し且つ周方向に間隔をおいて配されている。つまり、フィン２０
１は、横断面形状が細長い形状をし且つベース部１８５から板状に後方へ延出している。
フィン２０１の長手方向がベース部１８５と直交する方向（前後方向）であり、横断面で
の長手方向が極座標での径方向と一致し、横断面の短手方向（フィン２０１の厚み方向で
ある。）が極座標での周方向と一致する。
　複数のフィン２０１のそれぞれは、後側から見たときに、円形状をする円柱部２０１ａ
と、円柱部２０１ａから放熱部１８７の仮想中心線Ｏに向かって延伸する矩形柱部２０１
ｂとを有している。矩形柱部２０１ｂを後側から見たときに径方向と平行な面にフィン２
０１の前後方向に延伸する溝２０１ｃを複数本有している。これによりフィン２０１の表
面積を大きくすることができ、放熱特性を向上させることができる。
　また、上述のように、複数のフィン２０１は２つの扇状領域２０２，２０４であってさ
らに３つに分けられた内領域２０２ａ，２０４ａ、中領域２０２ｂ，２０４ｂ及び外領域
２０２ｃ，２０４ｃに細分化して配置されている。これにより、筒状体１７５の筒側孔２
２５や側孔２３１から流入した空気はその流入経路に特定されることなくフィン２０１の
周りを流動し、流出経路に特定されずに筒側孔２２５や底側孔２３１から流出できる。こ
のため、フィン２０１の放熱特性が向上する。
【００６６】
　複数のフィン２０１の周方向のピッチは、仮想中心線Ｏから径方向に離れるに従って小
さくなる。仮想中心線Ｏから最も遠い外領域２０２ｃ，２０４ｃに配されるフィン２０１
の径方向の長さは、仮想中心線Ｏに最も近い内領域２０２ａ，２０４ａに配されるフィン
２０１の径方向の長さよりも長い。複数のフィン２０１の長さ（ベース部１８５からの延
出長さ）は、配される領域に関係なく、略一定である。
　内領域２０２ａ，２０４ａに配されている複数のフィン２０１は、仮想中心線Ｏに近い
端同士が接続部２０５により接続されている。なお、接続部２０５は後側から見たときに
円弧状をしている。
【００６７】
（２－３）連結部
　連結部１８９はヒートシンク１７３を外部と機械的に連結する。連結部１８９は、ベー
ス部１８５の後側であって放熱部１８７の複数のフィン２０１が配されていない領域に存
在する。この領域は第１外領域２０２ｃと第２外領域２０４ｃとの周方向の間である。連
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結部１８９は、２つあり、ヒートシンク１７３を後側から見たときに、ヒートシンク１７
３の外周側であって仮想中心線Ｏを通る直線上に位置する。
　２つの連結部１８９は、ベース部１８５の後側から板状に延伸し、後側から見たときの
仮想中心線Ｏを通る直線を中心軸とするねじ穴２０７を有する。なお、連結部１８９のベ
ース部１８５からの延伸長はフィン２０１の延伸長よりも短く、連結部１８９の厚みはフ
ィン２０１の厚みよりも厚い。なお、灯体４（連結部１８９）との連結は灯体軸受け１９
０を介して行われる。
【００６８】
（３）レンズ及びレンズカバー
　レンズ１７７はＬＥＤ１８１の光出射方向の前方に配されている。レンズ１７７は各Ｌ
ＥＤ１８１に対して設けられている。ここでは各ＬＥＤ１８１に対応する個別レンズが一
体化されたレンズ構造をしている。レンズ１７７は実装基板１８３の形状に対応して円盤
状をしている。
　レンズ１７７は外周部分に主カバー２１７に取り付けられるための被取付部２１１を有
している。被取付部２１１は外周面に露出する状態で凹入する凹入部の底に設けられた切
欠き孔により構成されている。
【００６９】
　レンズカバー１７９は、レンズ１７７を保護するためのものであり、樹脂板が利用され
ている。レンズカバー１７９はレンズ１７７と共に主カバー２１７に取り付けられる被取
付部２１３を外周部分に有している、被取付部２１３は外周面に露出する状態でレンズ１
７７の凹入部（２１１）に嵌合するように突出する突出部の蓋部分に設けられた切欠き孔
により構成されている。
　レンズ１７７及びレンズカバー１７９は、レンズカバー１７９の突出部の切欠き孔とレ
ンズ１７７の凹入部の切欠き孔を挿通するねじ体１９７がベース部１８５の貫通孔１９５
を挿通して主カバー２１７のねじ穴２３３に螺合することで、主カバー２１７に取り付け
られる。
【００７０】
（４）筒状体
　図１８及び図２１を用いて説明する。
　筒状体１７５は、主にヒートシンク１７３を覆う主カバー２１７と、ヒートシンク１７
３の前側を覆う副カバー２１９とを有している。
【００７１】
（４－１）主カバー
　主カバー２１７は円筒部２２１と底部２２３とを有する有底円筒形状の樹脂製の保護ケ
ースである。ヒートシンク１７３はその放熱部１８７側から主カバー２１７の内部へと挿
入される。挿入された状態では、ベース部１８５に搭載されているＬＥＤユニット１７１
のＬＥＤ実装面と主カバー２１７の開口面２１７ａとが略一致する（図４参照）。
　円筒部２２１は、当該円筒部２２１の中心軸と平行な方向に延伸する複数個の筒側孔２
２５と、アーム５との連結部分２２７に設けられた貫通孔２２９とを開口側に有する。
　主カバー２１７を側方から見ると筒側孔２２５は細長い矩形状をしている。複数個の筒
側孔２２５は、連結部分２２７を除いて、円筒部２２１の周方向に沿って等間隔をおいて
設けられている。なお、連結部分２２７は円筒部２２１の中心軸と直交する仮想線上の２
か所に存在する。
　底部２２３は当該底部２２３の中央を中心とする極座標の径方向に延伸する複数個の底
側孔２３１を有する。主カバー２１７を後側から見ると底側孔２３１は細長い矩形状をし
ている。複数個の底側孔２３１は周方向に等角度をおいて放射状に設けられている
【００７２】
　筒側孔２２５と底側孔２３１はヒートシンク１７３の放熱部１８７で熱せられた空気を
流出する流出口と流入口として機能する。筒側孔２２５はヒートシンク１７３の複数の板
状のフィン２０１の延伸方向（長手方向）に沿って設けられ、底側孔２３１は複数のフィ
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ン２０１の径方向に沿って設けられている。これにより複数のフィン２０１間を空気が流
動しやすくできる。
　底側孔２３１の総面積は筒側孔２２５の総面積よりも大きい。これにより冷却用の空気
を効率的に主カバー２１７内に流すことができる。また、底側孔２３１及び筒側孔２２５
の開口幅（矩形状の短手方向の寸法である。）を５［ｍｍ］以下としている。これにより
、作業者の指が筒側孔２２５や底側孔２３１に入るのを規制でき、作業時の安全性を高め
ることができる。
　主カバー２１７は、レンズカバー１７９、レンズ１７７、実装基板１８３、ヒートシン
ク１７３のベース部１８５を挿通するねじ体１９７が螺合するねじ穴２３３を有するボス
部２３５を内周面に複数個有する。
【００７３】
（４－２）副カバー
　図１８を用いて説明する。
　副カバー２１９は樹脂製の筒状をしている。副カバー２１９はグレア防止の為に内面２
１９ａに白色塗装が施されている。従来の金属性のものに比べて軽量化及び低コスト化さ
れている。副カバー２１９は不透明であることが好ましいので、光を透過しないように、
肉厚を３ｍｍ以上にするか、あるいは肉厚を２ｍｍ以下として樹脂に顔料を混入させるこ
とが好ましい。
（５）灯体軸受け
　図１８を用いて説明する。
　灯体軸受け１９０は、連結部１８９とアーム５との間の隙間を埋めるためのものであり
、主カバー２１７の内側であって連結部１８９とアーム５の補強部材１４３との間に介在
する。灯体軸受け１９０は、所謂、つば付きブッシュが利用されている。つば部における
補強部材１４３と反対側の面が連結部１８９に当接する。なお、灯体側連結体１２５のね
じ部は灯体軸受け１９０の内部を挿通する。
【００７４】
（６）アームとの連結
　図１５、図１８及び図２２を用いて説明する。
　灯体４は、Ｕ字状をするアーム５の端部同士を結ぶ仮想線を回転軸として回転自在にア
ーム５に連結される。
　アーム５と灯体４の連結は、アーム５の内部に配された灯体側連結体１２５のねじ部が
アーム本体１２１の貫通孔１５９ｅ，１６１ｅ、主カバー２１７の貫通孔２２９、灯体軸
受け１９０を挿通してヒートシンク１７３の連結部１８９のねじ穴２０７に螺合すること
で行われる。
【００７５】
　灯体側連結体１２５の頭部とアーム５の補強部材１４３との間には、頭部側から、ばね
座金１２６ａ、金属ワッシャ１２６ｂ、樹脂ワッシャ１２６ｃが配されている。ここで、
補強部材１４３と当接する樹脂ワッシャ１２６ｃは、摩擦係数が金属の摩擦係数よりも小
さく、耐熱温度が高い樹脂材料により構成されている。このような材料として、例えば、
ＰＯＭ（ポリオキシメチレン）、ベークライト（登録商標）、エポキシガラス、フッ素樹
脂、ＭＣナイロン（登録商標）等がある。なお、ＰＯＭにはホモポリマーとコポリマー（
例えばジュラコン樹脂など）とがある。これにより、灯体側連結体１２５をきつく締めた
状態で灯体４の姿勢を調整しても、補強部材１４３と樹脂ワッシャ１２６ｃとに傷等が付
くのを防止できる。
【００７６】
　灯体４（主カバー２１７）とアーム５の内筒部材１３９との間には樹脂ワッシャ１２６
ｄが配されている。樹脂ワッシャ１２６ｄは、摩擦係数が金属の摩擦係数よりも小さく、
耐熱温度が高い樹脂材料により構成されている。このような材料として、例えば、ＰＯＭ
（ポリオキシメチレン）、ベークライト（登録商標）、エポキシガラス、フッ素樹脂、Ｍ
Ｃナイロン（登録商標）等がある。なお、ＰＯＭにはホモポリマーとコポリマー（例えば



(21) JP 2017-54656 A 2017.3.16

10

20

30

40

50

ジュラコン樹脂など）とがある。これにより、灯体側連結体１２５をきつく締めた状態で
灯体４の姿勢を調整しても、灯体４とアーム５とに傷等が付くのを防止できる。
　なお、灯体側連結体１２５の螺合は、アーム５の外筒部材１３７の外筒灯体側連結体収
容部１４９の貫通孔１４９ｃ，１５１ｃを利用してドライバで行われる。連結完了後に外
筒部材１３７の貫通孔１４９ｃ，１５１ｃはキャップ１４５により塞がれる。これにより
、灯体側連結体１２５が露出しなくなり、連結部分の意匠性を向上させることができる。
【００７７】
５．回路ボックスと灯体との電気的接続
　図１４を用いて説明する。
　回路ボックス３のＤＣ回路１０５に接続されている出力ケーブル１９３（図１８に一端
部のみ図示）は、中心に貫通孔を有するケース側連結体１２３の内部を通り、アーム５の
内部へと導入される。アーム５の内部に導入された出力ケーブル１９３は、ケース側連結
体収容部１２７の両側に設けられている接続部１３３，１３５の内部を通り、中心に貫通
孔を有する灯体側連結体１２５の内部から灯体４の主カバー２１７の貫通孔２２９を介し
て主カバー２１７の内部へと導入される。
　この際、一対の配線を有する出力ケーブル１９３は２つの接続部１３３，１３５に分け
て配されるため、アーム５の内部の空間を小さくでき、結果的にアーム５の薄型化を図る
ことができる。
【００７８】
６．灯体と回路ボックスとの位置関係
　図２３を用いて説明する。
　アーム５を含めて灯体４の姿勢（中心軸Ｘ３の延伸方向）は調整可能な構成であり、図
２３に示す灯体４の姿勢（中心軸Ｘ３とダクトレール２とが平行に延伸する。）は調整可
能な灯体４の姿勢の一例である。
　図中の「Ｘ１」は、回路ボックス３に対してアーム５が回転自在に連結されており、ア
ーム５の回路ボックス３に対する回転軸である。回転軸Ｘ１はダクトレール２の長手方向
と短手方向とに直交する。つまり、回転軸Ｘ１は表裏方向に延伸する。
　図中の「Ｘ２」は、アーム５に対して灯体４が回転自在に連結されており、灯体４のア
ーム５に対する回転軸である。回転軸Ｘ２はダクトレール２の長手方向と幅方向とを含む
仮想面（設置面と平行な面である。）と平行な面に含まれる。また、回転軸Ｘ２はアーム
５の接続部１３３，１３５がケース側連結体収容部１２７から延出する方向と平行である
。なお、図２３では回転軸Ｘ２は回路ボックス３の短手方向に一致しているが、この回転
軸Ｘ２は灯体４の姿勢に関係なくアーム５の向きにより規定される。
　図中の「Ｘ３」は、灯体４（筒状体１７５）の中心軸である。図では中心軸Ｘ３がダク
トレール２の長手方向と平行な状態に灯体４がアーム５により支持されている。なお、中
心軸Ｘ３は、アームの回転軸Ｘ１と灯体４の回転軸Ｘ２との交点を含む。
【００７９】
　図中の「Ｘ４」は電極プラグ２７の中心軸（回転軸でもある。）であり、「Ｘ５」は固
定プラグ２９の中心軸（回転軸でもある。）である。中心軸Ｘ４，Ｘ５はダクトレール２
の長手方向と幅方向とに直交する。
　回転軸Ｘ１は、回路ボックス３を側方から見ると（同図の（ｂ）であるが、灯体４の姿
勢は関係ない。）、ケース２１におけるダクトレール２の長手方向の略中央に位置してい
る。つまり、ケース２１の長手方向の一端３Ａと回転軸Ｘ１との距離Ｌ３と、ケース２１
の長手方向の他端３Ｂと回転軸Ｘ１との距離Ｌ４とは略等しい。
　灯体４の光出射側端４Ａは、灯体４の中心軸Ｘ３がダクトレール２の長手方向と平行な
姿勢の照明装置１を回転軸Ｘ２の延伸方向（側方）から見たとき（同図の（ｂ）である。
）に、ケース２１における長手方向の両端３Ａ，３Ｂからはみ出さないように構成されて
いる。例えば、ケース２１の長手方向（Ｌ３とＬ４の和である。）を１０６［ｍｍ］とす
ると、灯体４の光出射側端４Ａと回転軸Ｘ１との距離Ｌ５が５３［ｍｍ］以内となる。な
お、本実施例では距離Ｌ５は５３［ｍｍ］である。
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【００８０】
　灯体４とアーム５との連結部分（同図の（ｂ）の「Ｃ１」である。）は回路ボックス３
の長手方向において電極プラグ２７（中心軸Ｘ４）の直下よりも固定プラグ２９側に位置
している。つまり、灯体４とアーム５との連結部分Ｃ１は、灯体４の中心軸Ｘ３がダクト
レール２の長手方向と平行な姿勢の照明装置１を回転軸Ｘ２の延伸方向（側方）から見た
とき（同図の（ｂ）である。）に、回路ボックス３の長手方向において電極プラグ２７と
固定プラグ２９との間にあり、電極プラグ２７と固定プラグ２９との中央にあるのが好ま
しい。これにより、電極プラグ２７と固定プラグ２９とに分散して照明装置１の荷重が加
わるので、取り付け状態が安定し、電極プラグ２７及び固定プラグ２９に掛かる負担が軽
減される。
【００８１】
　灯体４とアーム５との連結部分Ｃ１は、灯体４の中心軸Ｘ３がダクトレール２の長手方
向と平行な姿勢の照明装置１を側方（灯体４の回転軸Ｘ２の延伸する方向）から見たとき
（同図の（ｂ）である。）に、ケース２１における長手方向の略中央を通り且つ取付方向
に延伸する仮想線分上に位置する。
　灯体４とアーム５との連結部分Ｃ１は、灯体４を側方（灯体４の回転軸Ｘ２の延伸する
方向）から見たときに、灯体４の中心軸Ｘ３の軸上に位置している。これにより、灯体４
の向き調整をバランスよく行うことができる。
【００８２】
　回路ボックス３とアーム５との連結部分（同図の（ｂ）の「Ｃ２」である。）は、回転
軸Ｘ２の延伸方向（側方）から回路ボックス３とアーム５とを見た（あるいはダクトレー
ル側から見た）ときに、回路ボックス３の長手方向において電極プラグ２７と固定プラグ
２９との間に位置し、特に電極プラグ２７と固定プラグ２９との中央にあるのが好ましい
。これにより、電極プラグ２７と固定プラグ２９とに分散して照明装置１の荷重が加わる
ので、取り付け状態が安定し、電極プラグ２７及び固定プラグ２９に掛かる負担が軽減さ
れる。
　回路ボックス３とアーム５との連結部分（Ｃ２）は、ダクトレール側から見たときに、
電極プラグ２７と固定プラグ２９とを結ぶ仮想線上に位置している。
【００８３】
　ＬＥＤユニット１７１の実装基板１８３は、回転軸Ｘ２の延伸方向から見たときに、灯
体４とアーム５との連結部分Ｃ１と実装基板１８３との距離Ｌ６は０［ｍｍ］より大きい
。つまり、実装基板１８３は、連結部分Ｃ１よりも灯体４の光出射方向側に位置している
。これにより、ＬＥＤユニット１７１から出射される光がアーム５により遮られることは
なくなる。なお、実施例での距離Ｌ６は２３［ｍｍ］である。
　ＬＥＤユニット１７４の実装基板１８３と連結部分Ｃ１との距離Ｌ６は回路ボックス３
の短手方向の両端３Ｃ，３Ｄ間の長さＬ８よりも小さい。ＬＥＤユニット１７４の実装基
板１８３と連結部分Ｃ１との距離Ｌ６は、回路ボックス３の短手方向の両端３Ｃ，３Ｄ間
の長さＬ８の半分よりも小さい。つまり、灯体４と回路ボックス３とを灯体４のダクトレ
ール２への取付方向から見たときに、灯体４の姿勢に関係なく、実装基板１８３と筒状体
１７５の中心軸Ｘ３との交点位置Ｏ２が必ずケース２１の領域内にある。
　例えば、回路ボックス３の短手方向の長さＬ８は５５［ｍｍ］であり、アーム５とケー
ス２１との連結部分Ｃ２を通り且つダクトレール２と直交する線分（回転軸Ｘ２である。
）と実装基板１８３との距離Ｌ６は２３［ｍｍ］である。
【００８４】
７．回路ボックスと灯体の大小関係
　図２３を用いて説明する。
　灯体４における回転軸Ｘ２の延伸方向の長さＬ７（灯体４を正面から見たときの直径で
もある。）は、回路ボックス３の短手方向の長さＬ８よりも大きい。また、長さＬ７は回
路ボックス３の長手方向の長さ（Ｌ３とＬ４の和）より小さい。実施例における上記長さ
Ｌ７は９５［ｍｍ］であり、長さＬ８は５５［ｍｍ］であり、回路ボックス３の長手方向
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の長さは１０６［ｍｍ］である。これにより、外観的に見栄えが良くなり、コンパクトな
照明装置１を提供することができる。
【００８５】
＜変形例＞
１．回路ボックス
　実施形態におけるケース２１の横断面形状は略正方形状をしていたが、台形、六角形等
の形状であってもよい。但し、ダクトレールと対向する壁であってダクトレールの延伸方
向の両側に電極プラグと固定プラグを有する必要がある。
　実施形態の点灯回路１０１はＡＣ回路１０３とＤＣ回路とを有し、ＡＣ回路用のＡＣ回
路部品はＡＣ回路基板に実装され、ＤＣ回路用のＤＣ回路部品はＤＣ回路基板に実装され
ている。しかしながら、回路基板は１枚で構成してもよいし、回路基板は３枚以上で構成
してもよい。
　実施形態におけるＡＣ回路１０３は電極プラグ２７の裏側に配されていたが、ＡＣ回路
１０３とＤＣ回路１０５とを逆にして配置してもよい。
　実施形態における電極プラグ２７と点灯回路１０１との電気接続は接続ユニット９１を
介して行っているが、接続ユニットを設けずに接続してもよい。例えば電極プラグ２７の
一対の電極板８３の接続端子８３ｂと点灯回路１０１の入力ケーブルとを半田等で直接固
定することで実施できる。
【００８６】
２．灯体
　実施形態における灯体４は円筒状をしていたが、他の形状であってもよい。他の形状と
しては横断面が四角形状等の多角形をした筒状であってもよい。筒状体１７５は主カバー
２１７と副カバー２１９との２つの部材から構成されているが、１部材により構成しても
よい。
３．アーム
　実施形態におけるアーム５はＵ字状をしているが、例えば、Ｉ字状をしてもよい。この
場合もアームの内部を中空状にして、内部に補強部材や出力ケーブルを配することで実施
できる。
　但し、アームと回路ボックスとの連結部分は、ダクトレール側から見たときに、電極プ
ラグと固定プラグとの間に位置している必要がある。
４．連結
　実施形態におけるアーム５の連結は、ケース側連結体１２３及び灯体側連結体１２５と
してねじ体を利用し、アーム５の内部にねじ体の頭部を収容していたが、例えばねじ体の
頭部を回路ボックスと灯体ケース側連結体の内部に収容するようにし、アームにナット体
を備えるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００８７】
　　　１　　照明装置
　　　２　　ダクトレール
　　　３　　回路ボックス
　　　４　　灯体
　　　５　　アーム
　　２１　　ケース
　　２３　　ケース本体
　　２５　　蓋体（裏壁）
　　２７　　電極プラグ
　　２９　　固定プラグ
　　３１　　表壁
　　４１　　突出部
　　Ｃ１　　連結部分（灯体とアーム）
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　　Ｃ２　　連結部分（回路ボックスとアーム）
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【図２１】 【図２２】
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